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第 1 章 先行研究及び研究方法





















                                                
6 小野村洋子「平家物語に於ける無常と運命」『文芸研究』第 15 巻 1953、p．43
7 本研究においては主に「運」、「運命」、「天運」など、「運」という字を含む語が表している運命観を論じ、それ
らの語を「「運」関連語」と称する。
























































































                                                
































                                                
15 「内府」は重盛を示している。
16 長谷川隆「『平家物語』における清盛と運命観―清盛像の一考察―」『文芸研究』第 112 輯 1986、p．11





























                                                
18 石田瑞麿『日本古典文学と仏教』 筑摩書房 1988、p．74





























                                                
































                                                































                                                





























































                                                
26 石母田正『平家物語』岩波書店 1957、p．9
27 大野順一『平家物語における死と運命』創文社 1966、p．46























































































                                                
31 小松茂人 『中世軍記物の研究』桜楓社 1962、p．20
32 同上


























第 1 節 中国思想における「天」と「命」
森三樹三郎氏が指摘したように35、中国民族は宗教的に早熟であり、中国における宗教
は宇宙を主宰する人格神の信仰から離れ、天道や天理といった非人格的原理の信仰になっ
                                                





























                                                

























































                                                
40 テキストは、『論語』（平岡武夫著 全釈漢文大系 第一巻 集英社 1980）による。以下同じ。
41 森三樹三郎『上古から漢代に至る性命観の展開』 （創文社 1971、p．34-35）参照


























                                                
43 森三樹三郎『上古から漢代に至る性命観の展開』創文社 1971、p．56
44 金谷治『死と運命―中国古代の思索―』法藏館 1986、pp．90－102




















































































































                                                
53 佐藤匡玄「文選に見える運命論について」『愛知学院大学文学部紀要』愛知学院大学文学会 1972、p．2




























                                                                                                                                                                  




























































































                                                
61 佐藤匡玄「文選に見える運命論について」『愛知学院大学文学部紀要』愛知学院大学文学会 1972、p．3

























                                                
63 竹田晃『文選 文章篇 下』新訳漢文大系 第 93 巻 明治書院 2001、p．253
64 佐藤匡玄「文選に見える運命論について」『愛知学院大学文学部紀要』愛知学院大学文学会 1972、p．6





























                                                
66 同上、p．249
67 中国の伝説上の占いの書。




























                                                






























































                                                











































































































                                                














将門は「新皇」と称されている。それから将門は天慶 2 年（939）12 月に私君の藤原忠平
に書状を送り、半国の支配者になる意図を表した。天慶 3 年（940）1 月に参議藤原忠文が
















                                                
80 『将門記』の区分は柳瀬喜代志・矢代和夫・松林靖明・信太周・犬井善壽 校注・訳『将門記 陸奥話記 保元物語




























                                                                                                                                                                  
81 本稿では、例文が漢文である場合、訓読を例文の下に置く。























































































































                                                
84 増田俊信「将門記論」『古代中世の政治と地域社会――筑波大学創立十周年記念日本史論集――』雄山閣出版 1986、
p．190



























































                                                
86 柳瀬喜代志・矢代和夫・松林靖明・信太周・犬井善壽 校注・訳『将門記 陸奥話記 保元物語 平治物語』 （新

























































































士を集めていた。保元元年（1156）7 月 2 日、鳥羽法皇が崩御すると、両派の衝突は不可
                                                                                                                                                                  
87 小松茂人『中世軍記物の研究』桜楓社 1962、ｐ．22

























































































                                                
90 小松茂人『中世軍記物の研究』桜楓社 1962、p．22
91 テキストは、柳瀬喜代志・矢代和夫・松林靖明・信太周・犬井善壽 校注・訳『将門記 陸奥話記 保元物語 平治











































































































































































                                                
93 柳瀬喜代志・矢代和夫・松林靖明・信太周・犬井善壽 校注・訳『将門記 陸奥話記 保元物語 平治物語』（新編
日本古典文学全集 41 小学館 2002、pp．377-378























































































                                                                                                                                                                  
98 同上、p．26



































































































































祖は従三位止まりであったが、信頼は保元 2 年（1157）3 月に右近権中将になると、10 月





















                                                
103 テキストは、栃木孝惟・日下力・益田宗・久保田淳 校注 『保元物語 平治物語 承久記』（新日本古典文学大系
43 岩波書店 2004）による。
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を図るが途中で頼朝とはぐれ、12 月 29 日尾張国内海荘司・長田忠致の邸にたどり着いた
ところを鎌田正家とともに殺害された。義朝と正家の首は、正月 9 日京都で獄門に晒され
た。頼朝は平頼盛の郎等に捕まり処刑されるところを、池禅尼（常葉）の嘆願で助命され



















                                                
104 小松氏は金刀比羅本を「古本」として論じたが、現在は陽明文庫蔵本（陽明本）の上・中巻、学習院図書館蔵本（学
習本）の中・下巻が『平治物語』の古本を代表するものとして認められている（永積安明編『保元物語・平治物語』鑑
賞日本古典文学 第 16 巻 角川書店 1976、ｐ．191 参照）。
105 『保元物語 平治物語 北条九代記』（有朋堂 1929）の本で数えると、10 例である（pp．142, 168, 170, 177, 233, 
245, 248, 274, 277, 277）。『保元物語 平治物語 平家物語』（誠文堂 日本文学大系 第十四巻 1931）で数えれ
ば 11 例であり、巻之三「頼朝遠流に宥めらるる事付けたり呉越戦ひの事」の「運命をうしなふ事はさる事なれども」は
























































































                                                

























































                                                



















家」の用例は 4 例、「源氏」は 5 例にすぎないのに対し、『平治物語』において「平家」
























































































































































                                                

























































































































                                                
125 長谷川隆「『平家物語』における清盛と運命観―清盛像の一考察―」『文芸研究』第 112 輯 1986、 p．11
126 木下順二「平知盛」『源平の争乱』日本史探訪 6 角川文庫、 p．69






























                                                
128 石毛忠「『平家物語』の歴史観」『伝統と変容』日本文芸研究会編 ぺりかん社 2000、p．302
90
かれている侍の死には応報的な要素がみられないので、石田氏の論じている「悪行 → 衰


























130 玉懸博之「軍記物と『増鏡』・『梅松論』」『日本思想史講座３ 中世２』 雄山閣 1976、p．34



























                                                
132 池田敬子「覚一本の知盛」『國文學』第 47 巻 第 12 号 2002、p．30
133 同上、pp．30-31
134 同上、p．31






























































































































































































































巻第 № 構成 話し手
二 小教訓 1 T 2 a1- 清盛
教訓状 2 T’K 1’ a2 重盛
3 H 2 a3 重盛
4 T’K 1’ a1- 重盛
烽火之沙汰 5 T’K ’ a1 重盛
三 醫師問答 6 T’ 2 ｆ 重盛
7 X’ 1 a1 重盛・漢高祖
8 T’ 2 c1 重盛
無文 9 T 2 a1 重盛
法印問答 10 T 2 c1 清盛
四 永僉議 11 M 1 a3 三井寺の大衆
宮御最後 12 O’ 1’ a4 著者
五 福原院宣 13 T 2 a2 文覚
六 入道死去 14 T’K 3 a1 著者
州俣合戰 15 T 2 a2 著者
七 願書 16 M’ 1 d 木曽義仲
篠原合戰 17 TS’ 1 a1 著者
返牒 18 M 2 b1 比叡山の大衆
19 T 3 a1 同上
20 M 2 b1 同上
聖主臨幸 21 T 1’ a1 知盛
100
22 T 2 b1’ 同上
忠度都落 23 T 2 a1 忠度
経正都落 24 T 1 a1 経正
25 T 2 b1’ 経正
一門都落 26 T 1 a1 頼盛
八 山門御幸 27 O’ 1’ b1 紀伊守教光
名虎 28 O’O’ 1 c2 貴族
九 樋口被討罰 29 MS’ 1 a1 著者
十 請文 30 O 4 e 宗盛
戒文 31 T 1 a1 重衡
千手前 32 M 1 a3 重衡
33 T 1 a1 重衡
34 T 1 a1 重衡
十一 勝浦付大坂越 35 T 1 a1 著者
弓流 36 T 1 a5 著者
志度合戰 37 TS’ 1 a1 著者
鷄合 壇浦合戰 38 H 2 a1 智盛
先帝身投 39 O’ 1’ a1 二位殿
能登殿最期 40 TS’ 1 a1 著者
劍 41 O 5 a5- 有職の人々
腰越 42 M’ 3 a5 義経
重衡被斬 43 T’ 2 a6 重衡
十二 六代被斬 44 TS’ 2 a1 平家の侍薩摩中務家資
45 TS’ 2 a1 平家の侍越中次郎兵衞盛嗣
灌頂 六道の沙汰 46 T 6 a1 建礼門院
47 O’ 1’ a1 二位殿
表 1 からわかるように、T x a（a-）（平家一門 x 尽きる（又は尽きない））のよう
な表現は何回もでてくるので、その「x」の用語は同じような意味の語ではないかと考えら
れる。その x としては、1)の「運」は 6 回、2)の「運命」は 4 回、1’)の「御運」は 2 回、
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るだろう。表 2 と表 3 はこの二段階目の分析の結果を示している。
表 2 運命観に関する用語と「運命」の担い手
1）運 1’）御運 2）運命 3）宿運 4）聖運 5）帝運 6）天運
公家の一門 11, 24, 
26, 31, 
32, 33, 
34, 35, 36 





公家の一員 7, 16, 2, 4, 5 3, 6, 8, 
38, 43
14, 42




天皇家の一員 28 12, 27,
39, 47
表 3 運命観に関する用語と述語
1）運 1’）御運 2）運命 3）宿運 4）聖運 5）帝運 6）天運
a1 尽く 7, 17, 24, 26, 
29, 31, 33, 
34, 35, 37, 40
5, 21, 39, 
47
9, 23, 38, 
44, 45
14, 19 46
a1- 尽きず 4 1
102
a2 末になる 2 13, 15
a3 かたむく 11, 32 3
a4 うたてし 12
a5 きはまる 36 42
a5- きはまらず 41
a6 限りとす 43
b1 開く 27 18, 20
b1’ 不思議に開けば 22, 25





この表 2 と表 3 からどのようなことが分かるのだろうか。
まず、「運」と「運命」は、公家（平家、使用頻度で次に源氏である）一門について使












                                                





























                                                
141 「運」と「運命」の使い分けについて 4.3.1.2「『平家物語』における運命観に関する用語の意味」で考察する。



































































                                                




















































































                                                






























































































































































































































































                                                


























                                                
153 用例番号は、第 1 節に挙げた運命観に関する用語の用例番号に当たる。
154 「おとど」は重盛を示す。









































































                                                

































































                                                


































































































































運 御運 運命 宿運
応報 ++++ +++ +++
以前から定められた個人の寿命 + ++
































                                                









































































































































































                                                







































































                                                































                                                



































































                                                
171 小松茂人「『太平記』の運命観」『文芸研究』第 36 号 1960、p．1
172 同上、p．1































                                                
174 小松茂人「『太平記』の運命観」『文芸研究』36 号 1960、p．9






























                                                
177 森田貴之「『太平記』の人物形象と“運”」 『国語国文』第 74 巻 第 11 号 2005、pp．52-53
178 長谷川端 校注・訳『太平記②』新編日本古典文学全集 55 小学館 2003、p．599
179 同上































                                                










































































































































































































































































T) 北条（平）一門 T’) 北条（平）の一員
M) 源氏 M’) 源の一員
O) 王家、または天皇の権力 O’) 王家の一員 O’S) 天皇側の武者
K’) 貴族の一員






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                                                                                                                                                                  



















































































































4 3 － － － 7 － － －
合戦の結果
を決定する










2 － － － 3 － － － －













































































































                                                
194 小松茂人『中世軍記物の研究』桜楓社 1962、p．55




























                                                                                                                                                                  
196 引用は森田貴之「『太平記』の人物形象と“運”」（ 『国語国文』第 74 巻 第 11 号 2005、p．50）に従う。


























                                                
198 小松氏は軍記物語における運命観を個人的生に関わる運命観と歴史的生に関わる運命観に分けて論じており（小松茂
人『中世軍記物の研究』桜楓社 1962、pp．38-39 以降）、森田氏もその分け方を用いている（森田貴之「『太平記』
の人物形象と“運”」 『国語国文』第 74 巻 第 11 号 2005、p．33）。
199 引用は森田貴之「『太平記』の人物形象と“運”」（ 『国語国文』第 74 巻 第 11 号 2005、pp．49-50）に従う。















































































































































                                                
204 流布本においてこの叙述は「さてこそ、尊氏卿の威勢自然に重く成て、武運忽に開けゝれば、天下又武家の世とは成
にけり。」（巻第十三・足利殿東国下向の事 付けたり 時行滅亡の事）となっている。






























                                                
206 森田貴之「『太平記』の人物形象と“運”」 『国語国文』第 74 巻 第 11 号 2005、p．49
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T) 北条（平）一門 T’) 北条（平）の一員
M) 源氏(足利) M’) 源の一員
N) 新田氏一門
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1）運 1’）御運 2）運命 3）時の運 4）聖運 5）武運 6）天運 その他









平家（北条氏） 1 1 1 - - -
足利氏（源氏） 1 2 - - 7 「不運」1
新田氏 2 - - - - - - 「家運」1
足利尊氏 4 6 - - - - - -
足利氏の一員 2 - - - - - - -
平家の一員 1 - - - - - - -
天皇家の一員 1 - - - - - - -
侍の一員 6 1 4 5 - - - -
その他 5 - 1 - - - - 「不運」1
表 9.1 から分かるように、「運」という語は、先に見た『太平記』第一部や『平家物語』
と同様に、すべての種類の担い手について用いられ、もっとも広い意味の語である。
「運命」は、『平家物語』における「運」関連語の 47 例では 17 回用いられていたが、
『太平記』第一部では 44 例のうち 5 例、第二・三部では 88 例のうち 6 例にしか見られず、







































































































                                                
213 石毛忠「『平家物語』の歴史観」『伝統と変容』日本文芸研究会編 ぺりかん社 2000、p．302






















































































                                                




























                                                

























































































                                                                                                                                                                  
218 森田貴之「『太平記』の人物形象と“運”」 『国語国文』第 74 巻 第 11 号 2005、p．51





















































































                                                                                                                                                                  
















































































1）運 1’）御運 2）運命 3）時の運 4）聖運 5）武運 6）天運 その他















5 8 － － 7 「不運」1
侍の一
員
8 1 4 5 － － － －
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